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■はじめに 
 

（１）計画の目的 
鳴門市は、全国に知られた鳴門海峡の渦潮をはじめとする美しい自然景観、四国八十

八ヶ所の一番札所霊山寺、二番札所極楽寺、阿波一の宮の大麻比古神社、大谷焼などの

歴史・文化資源、なると金時やわかめ、鯛などの新鮮な食材に恵まれ、近年は、大塚国

際美術館、徳島ヴォルティス等プロスポーツの誕生、さらに平成17年に映画「バルトの

楽園」、平成 18年には「阿波ＤＡＮＣＥ」が撮影されるなどロケ地としての魅力も加わ

り、観光資源の集積が非常に高いまちである。 

一方、これまでの鳴門市観光は資源間のつながりが弱く、観光客の滞在時間が短いな

どの問題点も指摘されている。加えて、高速交通体系の整備と後発観光地における魅力

づくりの取り組みの進展などによって、広域観光をめぐる各地の観光地との競合も一段

と激しいものとなってきている。 
全国的に少子高齢化時代を迎え、定着人口の増加が見込めないなかで、地域ににぎわ

いを創出するためには、観光を通じて交流人口の増加をうながすことが市の発展を図る

うえで重要なテーマとなっている。 
このような背景を踏まえ、恵まれた観光資源のポテンシャルを十分に発揮させるため、

これからの鳴門市にふさわしい個性に富んだ観光振興の方向性を示すことを目的として、

「鳴門市観光振興計画」を策定するものとする。 
今後は、「観光」をより幅広くとらえ、交流志向なども含めてより広い層を観光客とし

て誘客することが求められる傾向にあることから、当市観光の担い手を従来からの観光

関連産業及び行政に加えて、鳴門市民の主体的な参画を得ながら推進していく必要があ

る。そして、観光と交流を通じたまちづくりをめざすことを市民、観光関連事業者、行

政が共通の目標として認識し、三者が協力・連携しながら、それぞれの役割分担のもと

に観光・交流活動を育て、鳴門市全体の魅力と都市活力の増進を図っていくこととする。 
 
 

（２）計画の期間 
本計画は、第五次鳴門市総合計画（前期：平成16年度～19年度、後期：平成20年度

～23年度）のもと、観光分野における構想、基本的な方向性を示すとともに、市民、観

光関連事業者、市が協働して観光・交流を発展させていくための行動指針となるべきも

のである。 

このため、本計画の期間は、総合計画後期の終了期間と合わせ、平成19年度～23年度

までの５年間とする。また、その後にもつながるように長期的な視点も意識した内容を

盛り込むこととする。 
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（３）計画の流れ 
 本計画の流れは以下のとおりである。 
 

鳴門市観光振興計画の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
観光振興の基本理念と 
基本方向 

 
 
 
 
 
 
 
観光振興の施策

施策の体系（４つの柱） 
 
地域で取り組む鳴門ら
しさの発見と育成～鳴
門のブランドづくり～
（資源と人をつなぐ） 

観光の現状と課題 

鳴門の誇りを守り育てる
人づくりと基盤整備～受
け入れ態勢の整備～ 
（人と人をつなぐ ） 

地域ぐるみでの鳴門情
報の受発信強化 
 
（地域と人をつなぐ） 

鳴門観光交流のさらな
る発展・可能性の追求 
 
（地域と地域をつなぐ） 

観光振興の基本理念 

渦巻く市民力が創る 観光・交流都市「なると」 

観光振興の基本的考え方 
①鳴門にしかない“本物”の魅力を活かす 
②「新たな見せ方・結び付け」の工夫を行う 
③地域力・市民力で観光・交流を盛り上げる 
④鳴門を売り出す手段を工夫する（情報発信・受け入

れ態勢の整備） 
 

鳴門市観光の課題 
①観光資源の再発見（鳴門の観光資源を見つめ直

し、魅力をいかに発掘、評価するか） 
②情報発信（鳴門観光の魅力をいかに伝えるか） 
③市民協働（市民がいかに地域に誇りを持ち、資

源を守り育てながら継続して観光に関わってい

くか） 
④ネットワーク（市内の観光資源をいかにつなぐ

か、広域的にいかにつなぐか） 

鳴門市観光のポテンシャル 
①観光資源の魅力（第一級の文化財・芸術作品、

歴史資源、おいしい食べ物、風景など） 
②情報発信力（渦潮のネームバリューなど） 
③市民力（お接待の心、市民の底力、さまざまな

市民活動など） 
④ネットワーク力（四国の玄関口としての位置、

自動車交通の利便性、四国・関西等とのネット

ワーク、国際交流の取組みなど） 

キーワード：つなぐ 
◆資源と人をつなぐ ◆地域と人をつなぐ 
◆人と人をつなぐ  ◆地域と地域をつなぐ 

重点施策 
 
●歴史・文化・伝統のクローズアップ   ●観光協会の組織力強化 
●郷土の食材を活かした料理等の普及・開発  ●「鳴門へおいで」共通ロゴの開発と普及 
●市民参加の地域別探索ﾏｯﾌﾟづくり      ●世界の人に優しい鳴門市づくり  

●観光ボランティアガイドの育成    ●ロケ誘致・支援及びロケ地観光の推進 
●ふるーあ鳴門の機能充実とﾊﾌﾞﾀｰﾐﾅﾙ化の推進 


